
静岡市告示第112号 

 静岡市屋外広告物条例（平成15年条例第229号）第７条第１項の規定による広告景観整備

地区を次のとおり指定したので、告示する。 

  令和２年３月25日 

 

静岡市長 田 辺 信 宏      

 

１ 名称 

  御幸通り周辺広告景観整備地区 

  東静岡駅周辺広告景観整備地区 

 

２ 内容 

  別紙「御幸通り周辺広告景観整備地区指定基準」及び「東静岡駅周辺広告景観整備地区

指定基準」のとおり 

 

 

   附 則 

 この告示は、令和２年４月１日から施行する。 



御幸通り周辺広告景観整備地区指定基準 

１ 名称 

   御幸通り周辺広告景観整備地区 

２ 区域 

主要地方道井川湖御幸線のうち、国道１号から中町交差点までの地域で、下図のとおり

とする。 

 

 

３ 基本方針 

歴史文化の風格と商業エリアの賑わいが調和した広告景観を実現する。 

４ 条例第11条の規則で定める基準の特例 

（１）条例第５条の基準 

  ア 共通基準 

   電飾設備は、点滅照明その他これらに類するものを使用しないものであること。ただし、 

電光掲示板、LEDビジョンその他これらに類するものはこの限りでない。 

  イ 個別基準 

広告物等の種類 第２項の地域において表示し、又は設置する場合 

１ 広告 （１）野立ての （ア）高さは、地上10メートル以下であること。 

：地区の区域 



塔、広

告板そ

の他こ

れらに

類する

もの 

もの （イ）表示面積の合計は、20平方メートル以内であること。 

（ウ）地色は、次の要件のいずれかを満たすものであるこ

と。 

ａ 彩度８以下であること。ただし、彩度８を超える

色を使用するもので、彩度８を超える色を使用した

部分の面積が、その広告物の面積の２分の１以内で

あるものはこの限りではない。 

ｂ 別表に掲げる伝統色を使用したものであること。 

ｃ 建物の外壁の色と同系色であること。 

ｄ 着色していない木材、石及びコンクリート等の材

料で仕上げられたものであること。 

（エ）自家広告物等で、２以上の者が共同で表示する広告

物（以下「集合看板」という。）にあっては、次の基

準に適合すること。 

ａ 集合看板の地色は、（ウ）に定める基準に適合す

ること。 

ｂ １者当たりの表示の部分の面積は、0.5平方メー

トル以内とすること。 

（２） 

建築

物を

利用 

する 

もの 

ア 壁

面を

利用

する

もの 

（ア）地上10メートルを超える部分に設置するものにあっ

ては、表示面積は、その壁面面積の100分の15以内で

あること。 

（イ）地上10メートル以下に設置するものにあっては、表

示面積は、その壁面面積の100分の20以内であること。 

（ウ）地色は、次の要件のいずれかを満たすものであるこ

と。 

ａ 彩度８以下であること。ただし、彩度８を超える

色を使用するもので、彩度８を超える色を使用した

部分の面積が、その広告物の面積の２分の１以内で

あるものはこの限りではない。 

ｂ 別表に掲げる伝統色を使用したものであること。 



ｃ 建物の外壁の色と同系色であること。 

ｄ 着色していない木材、石及びコンクリート等の材

料で仕上げられたものであること。 

（エ）集合看板にあっては、次の基準に適合すること。 

ａ 集合看板の地色は、（ウ）に定める基準に適合す

ること。 

ｂ １者当たりの表示の部分の面積は、0.5平方メー

トル以内とすること。 

２ その

他の広

告物 

（１）のぼり 個数は、一の事業所、営業所又は作業場につき２本以下で 

あること。ただし、条例第６条第２項第４号又は第５号に 

掲げる広告物を設置する場合においてはこの限りでない。 

（２）置看板 路端から２メートル以内の地域に表示し又は設置する場

合においては、次の基準に適合すること。 

（ア）高さは、縦1.5メートル以下、幅は0.8メートル以下 

とし、表示面積の合計は、２平方メートル以内である

こと。 

（イ）個数は、個数は、一の事業所、営業所又は作業場に

つき２本以下であること。 

 

   附 則 

 この告示は、令和２年４月１日から施行する。  



別表 広告物の地色に使用する伝統色 

 


